
各位 

2026 年７月 11 日 

NＰО法人京滋マンション管理対策協議会 
 

昨年１０月に開催しました講演会「狙われるマンション～談合・リベート・住民なりすまし

～終の棲家をどう守るか」でご講演いただきました※山岡淳一郎さん（ノンフィクション作家）

の新刊「マンション狙われる修繕積立金（平凡社新書）」が 6 月 17 日に発売されました。 

本書には、10 月の講演会の様子や、管対協の管理組合主体の活動の紹介や、会員マンション

での相続放棄や孤独死・ゴミ屋敷の取組み事例なども要所要所で紹介されています。必読の書

です‼ 

 

※「あなたのマンションが廃墟になる(草思社)」「狙われるマンション(朝日新聞出版)」「生き

のびるマンション(岩波書店)」などのマンション３部作を執筆し、マンション問題に精力的に

切り込んでいる。また、この 2 月に発売された「炎と水 中村哲と名もなき人たちの旅(講談社)」

は、「講談社 本田靖春ノンフィクション賞」にノミネートされている。          

 

大規模修繕のために、住民は毎月、何万円も支払っている。だが、それは適切に使われてい

るのだろうか――。管理組合にもぐり込み、自らの関連会社に工事を回す「住民なりすまし」

が発覚した。また、施工業者の「談合」にも公取委のメスが入った。いずれも管理組合の自治

意識の低さ、コミュニティとしての機能の低下を衝いた事件である。今こそ、自分の資産は自

分で守るという意識を強めなければならない時なのだ。だが、国の施策はそうはならない。2026

年春の「区分所有法」の大改正では、「マンションの終活」に向けて、管理責任者を外部委託で

きる方向に大きく舵が切られた。一方で、戦後から続く住宅のスクラップ&ビルドによって経

済を浮揚させる政策は相変わらずで、建替え基準は緩和され続けている。「暮らしの場」であり

「資産」であるマンションをいかに守るか。30 年にわたり現場で取材を続ける著者が、住宅政

策の問題を指摘し、「お任せ管理」の蔓延に警鐘を鳴らす。 
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